
昔
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
、
サ
ル
な
ど
の
棲
息
エ
リ

ア
奥
山
と
、
人
間
が
住
む
村

の
間
に
は
里
山
と
言
う
棲
み

分
け
緩
衝
帯
が
存
在
し
、
里

山
で
は
人
間
が
薪
炭
や
建
材

等
を
採
取
し
、
奥
山
は
野
生

動
物
が
採
食
地
と
し
て
利
用

す
る
と
言
う
、
共
存
関
係
が

成
立
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
ふ
ま
え
て
、
今
、
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
、
サ
ル
な
ど
を
、

本
来
の
住
処
、
奥
山
へ
戻
す

「
追
い
上
げ
」
が
重
要
な
対

策
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
追
い
上
げ
」
と
は
、
群
れ

を
農
地
、
住
宅
地
か
ら
隔
た
っ

た
目
標
の
地
域
へ
積
極
的
に

追
い
立
て
、
誘
導
す
る
た
め

の
方
法
で
す
。

「
（
特
）
森
林
研
究
所
」
に

よ
る
と
、
目
標
地
ま
で
の
距

離
に
よ
っ
て
、
「
長
距
離
の

追
い
上
げ
」
と
「
短
距
離
の

追
い
上
げ
」
に
分
類
し
て
い

ま
す
。

「
長
距
離
の
追
い
上
げ
」
は

農
地
、
住
宅
地
か
ら
か
な
り

隔
た
っ
た
場
所
へ
、
群
れ
の

行
動
域
を
移
動
さ
せ
、
定
着

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

「
短
距
離
の
追
い
上
げ
」
で

は
、
農
地
、
住
宅
地
周
辺
の

森
林
中
に
一
定
の
幅
の
侵
入

防
止
（
緩
衝
帯
）
ゾ
ー
ン
を

設
定
し
、
そ
こ
ま
で
サ
ル
追

い
込
む
方
法
。

「
長
距
離
の
追
い
上
げ
」
は

生
息
地
整
備
な
ど
長
期
的
な

対
策
に
な
る
の
で
、
当
面
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
現
在
実
施

し
て
い
る
対
策
と
併
用
し
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
成
功
例
が

な
い
よ
う
で
す
が
、
成
功
す

れ
ば
抜
本
的
な
被
害
対
策
の

一
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
群
れ
が
目
標
の
地
域
に

定
着
す
る
に
は
、
年
単
位
の

時
間
を
要
す
る
か
も
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
現
状
対
策
を
維

持
し
な
が
ら
棲
み
分
け
、
即

ち
、
「
長
距
離
の
追
い
上
げ
」

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｍ
Ｄ
の

協
力
が
重
要
で
す
。

サ
ル
は
追
わ
れ
る
と
、
人

の
接
近
で
き
な
い
崖
や
ヤ
ブ

や
ス
ギ
林
の
中
に
逃
げ
込
ん

で
気
配
を
消
し
、
人
は
サ
ル

を
見
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

サ
ル
の
逃
げ
る
速
さ
に
人

が
つ
い
て
行
け
ず
、
奥
山
ま

で
な
か
な
か
追
い
上
げ
切
れ

な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り

返
せ
ば
、
サ
ル
は
そ
れ
を
す

ぐ
に
学
習
し
、
ま
す
ま
す
上

手
に
身
を
潜
め
る
よ
う
に
な

り
、
人
が
あ
き
ら
め
て
立
ち

去
る
と
、
人
里
へ
再
び
平
気

で
出
て
き
ま
す
。
追
い
上
げ

は
失
敗
で
す
。

そ
こ
で
Ｍ
Ｄ
の
登
場
で
す
。

イ
ヌ
の
優
れ
た
嗅
覚
は
人
の

１
万
倍
と
も
言
わ
れ
、
サ
ル

の
臭
い
を
忠
実
に
た
ど
っ
て

ど
こ
に
隠
れ
て
い
て
も
必
ず

発
見
し
ま
す
。

イ
ヌ
の
脚
力
は
サ
ル
に
勝

り
ま
す
か
ら
、
山
の
奥
ど
こ

ま
で
も
追
っ
て
い
け
ま
す
。

た
と
え
サ
ル
が
樹
上
に
逃
げ

た
場
合
に
も
、
下
か
ら
吠
え

る
こ
と
で
サ
ル
を
足
止
め
さ

せ
、
人
が
花
火
な
ど
に
よ
っ

て
直
接
的
に
威
嚇
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

サ
ル
を
目
的
地
に
「
追
い
上

げ
」
誘
導
す
る
に
は
Ｍ
Ｄ
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
獣
害
」
を
起
こ
し
て
い
る

野
生
動
物
は
殆
ど
は
草
食
性

で
す
。
彼
ら
は
進
化
の
長
い

歴
史
を
通
し
て
、
天
敵
か
ら

逃
げ
る
と
い
う
本
能
的
反
応

を
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
日
本
の
自
然
に
、
か

つ
て
の
オ
オ
カ
ミ
の
よ
う
な

草
食
動
物
の
天
敵
は
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
適
切
な
訓
練

を
施
し
た
Ｍ
Ｄ
に
新
た
な
天

敵
的
役
割
を
担
っ
て
も
ら
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

イ
ヌ
は
元
来
オ
オ
カ
ミ
の

血
を
受
け
継
ぎ
、
天
性
の
攻

撃
性
や
俊
敏
性
は
、
野
生
動

物
の
い
ず
れ
に
も
劣
っ
て
い

ま
せ
ん
。

基
本
的
に
肉
食
獣
は
草
食

獣
に
と
っ
て
は
天
敵
と
な
り

ま
す
。
特
に
サ
ル
に
と
っ
て

イ
ヌ
は
古
来
か
ら
「
犬
猿
の

仲
」
で
知
ら
れ
て
い
る
通
り

厭
な
相
手
だ
と
思
い
ま
す
。

※
・

Ｍ
Ｄ

＝
モ
ン

キ
ー

ド
ッ

グ

も
っ
と
も
深
刻
な
被
害
を

だ
す
の
は
、
主
に
夏
野
菜
の

収
穫
が
始
ま
る

7月
の
下
旬

か
ら
柿
の
収
穫
の
終
わ
る

12

月
中
旬
頃
ま
で
で
す
。

『
猿

害
』
は
、
害
獣
被
害

の
中
で
防
除
が
も
っ
と
も
難

し
く
、
様
々
な
方
法
で
防
除

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
す

ぐ
に
サ
ル
が
慣
れ
て
し
ま
っ

て
、
効
果
が
持
続
し
ま
せ
ん
。

現
実
的
に
は
、
電
気
柵
や

ネ
ッ
ト
を
用
い
た
防
止
柵
が

有
効
な
の
で
し
ょ
う
が
、
高

齢
化
や
費
用
の
問
題
で
、
一

般
に
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

写
真
＝
一
見
、
完
全
な
柵
で

す
が
ど
こ
か
に
「
ヌ
カ
リ
」

が
…
？
タ
マ
ネ
ギ
全
滅
。

写
真
＝
古
川
さ
ん
提
供

こ
れ

は
、
矢

川
で
の

出
来
事
で
す
。

６
月
１
日
～
２
日
夜
、
２

度
に
渡
り
「
Ｉ
さ
ん
」
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
畑
を
イ
ノ
シ
シ
が
荒

ら
し
て
い
ま
す
。

収
穫
間
近
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

畑
が
壊
滅
状
態
で
す
。

「
も
う
来
年
は
作
ら
へ
ん
わ
」

と
、
「
Ｉ
さ
ん
」
は
耕
作
意

欲
を
な
く
し
て
い
ま
す
。
高

齢
化
が
進
む
農
村
で
、
獣
害

に
よ
る
耕
作
意
欲
の
喪
失
が

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
行
政
は
こ
れ
を
深
刻
に

受
け
止
め
、
早
急
な
対
応
が

必
要
で
す
。

６
月

２
日

撮
影

講
師
・
同
セ
ン
タ
ー稲
葉
氏

★
古
来
よ
り
「
イ
ヌ
」
が
獣

害
防
除
を
に
な
な
う
。

こ
の
講
演
の
冒
頭
、
「
秋

山
紀
行
」
が
出
て
き
た
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。
《
江
戸
時

代
の
秋
山
郷
（
新
潟
県
）
の

生
活
を
綴
っ
た
書
物
》

鈴
木
牧
之
著

こ
こ
で
秋
山
紀
行
の
獣
害

対
策
の
一
節
を
紹
介
し
ま
す
。

『
…
其
前
後
左
右
畝
無
き
畑

に
て
、
遠
く
村
屋
を
離
た
る

山
畑
に
は
必
小
屋
懸
あ
り
て
、

裾
よ
り
茅
を
以
茸
上
げ
昼
は

女
、
夜
は
男
、
替
る
が
わ
る

猪
・
猿
の
畑
を
荒
す
を
追
は

ん
が
為
に
、
小
屋
の
外
に
は

狗
を
放
し
置
に
、
獣
出
れ
ば

必
此
犬
吠
追
ふ
と
云
ふ
。
故

に
秋
山
に
て
は
、
家
一
軒
に

一
つ
宛
は
飼
置
と
な
ん
…
』

（
原
文
の
ま
ま
）

江
戸
時
代
か
ら
１
９
７
０

年
放
し
飼
が
禁
止
さ
れ
る
ま

で
、
イ
ヌ
が
獣
害
防
除
の
一

端
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

近
年
、
獣
害
対
策
に
イ
ヌ

の
必
要
性
が
見
直
さ
れ
Ｍ
Ｄ

が
誕
生
し
ま
し
た
。

長
野
県
大
町
市
を
か
わ
き

り
に
、
全
国
的
に
普
及
し
活

躍
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効

果
も
、
Ｍ
Ｄ
の
居
る
地
域
に

限
定
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
、

頭
数
の
拡
充
や
訓
練
方
法
な

ど
で
解
消
さ
れ
る
事
と
思
い

ま
す
。

森森 森森
林林 林林

動動 動動
物物 物物

研研 研研
究究 究究
セ
ン

タ
ー
に
は
、
兵
庫
県
立
大
学

自
然
・
環
境
科
学
研
究
所
の

教
員
で
あ
る
研
究
員
と
、
野

生
動
物
の
専
門
技
術
者
で
あ

る
森
林
動
物
専
門
員
が
配
属

さ
れ
て
お
り
、
被
害
防
除
の

た
め
の
地
域
支
援
活
動
や
野

生
動
物
出
没
対
応
な
ど
総
合

的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

兵兵 兵兵
庫庫 庫庫

県県 県県
で
は
、
ほ
場
等

に
隣
接
し
た
森
林
の
裾
野
を

帯
状
に
抜
き
切
り
し
、
人
と

野
生
動
物
と
の
棲
み
分
け
ゾ
ー

ン
を
設
け
る
と
と
も
に
、
森

林
の
奥
地
に
野
生
動
物
の
餌

に
な
る
、
広
葉
樹
林
を
整
備

す
る
野
生
動
物
育
成
林
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
兵
庫
県
で
は
、
サ

ル
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど

に
よ
る
農
林
業
被
害
に
加
え
、

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
多

発
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

農
林
業
被
害
に
対
し
て
の

基
本
姿
勢
ま
た
、
対
策
な
ど

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
は
、

名
張
市
と
大
差
が
無
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

だ
が
、
私
た
ち
が
今
、
目

指
し
て
い
る
野
生
動
物
と
の

棲
み
分
け
を
既
に
事
業
と
し

て
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

大
き
な
差
の
よ
う
な
も
の
感

じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

猿 新 聞 【平成２３年７月号】猿猿 猿猿
新新 新新

聞聞 聞聞
『『 『『
追追 追追
いい いい
上上 上上
げげ げげ
』』 』』
でで でで

棲棲 棲棲
みみ みみ
分分 分分
けけ けけ
をを をを
！！ ！！
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★群れの大きさがが ５０ 頭を超える

と、群れの中に小グループができそのグ

ループがばらばらに動き、人間が群れ全

体の移動を察知することが難しくなる場

合があるそうです。

★集落内で子連れの群れが出没したり、

道路脇で餌を食べているような光景を見

かける場合には、集団が自分のテリトリー

(縄張りとして意識している)としたこ

とになるので、追い払いに力を入れる

ことが重要です。

「人間に近寄るのは怖い。」ということを学

習させることが重要です。

ササ ササ
ルル ルル
はは はは
夏夏 夏夏
野野 野野
菜菜 菜菜
をを をを

狙狙 狙狙
っっ っっ
てて てて
るる るる
！！ ！！

イイ イイ
ノノ ノノ
シシ シシ

シシ シシ

畑畑 畑畑
をを をを
荒荒 荒荒
らら らら
すす すす
！！ ！！

追追 追追
いい いい

上上 上上
げげ げげ

にに にに
はは はは

ＭＭ ＭＭ
ＤＤ ＤＤ

のの のの
協協 協協

力力 力力
がが がが

必必 必必
要要 要要

天天 天天
敵敵 敵敵

的的 的的
役役 役役

割割 割割

６月７日名張市役所７時３０分出発。移動時間３時間

３０分。１１時森林動物センター到着。非情にハード

な行程でしたが、得るものも沢山ありました。

ＭＤ倶楽部研修会
兵庫県森林動物研究センター

兵庫県森林動物研究センター

６
月
は
宇
陀
川
を
越
え

て
南
側
の
矢
川
、
赤
目
地

区
に
来
る
頻
度
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

三
本
松
～
安
部
田
・

井
出
を
頻
繁
に
往
復

し
て
い
る
状

況
で
す
。

収
穫
し
た
タ
マ
ネ
ギ

や
タ

ケ
ノ

コ
に
被
害

出
て
い
ま
す
。

収
穫
間
近
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
要
注
意
で
す
！
。

柵
の
し
て
い
な
い
畑

で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

直
接
ネ
ッ
ト
で
覆
っ

て
下
さ
い
。
捕
る
の

に
一

寸
手
間
か
か
る

だ
け
で
、
大
き
な
き
な
効

果
が
あ
り
ま
す
。
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